
１．適用工種

軟弱地盤における浅層混合地盤改良工であり、フ

レコンバッグ詰めのセメント系固化材を改良土に対

し０．１９t／�の配合比で上層１．０m、下層２．０mの２

層で攪拌をおこない、４週強度でC＝２４０KN／㎡を

確保するように改良を行う。

施工条件を下記に示す。

２．問題点

� 当浅層混合地盤改良工は改良土に対し０．１９t／

�の配合比で攪拌を行うが、従来の横断管理では

正確な土量が把握できない為、品質確保が困難と

なり改良土量算出について問題となった。

� また、当改良工事は改良深度が３．０mと比較的

深いため、上層１．０m・下層２．０mの２層混合であ

り、改良地表面は重機走行がどうにか可能である

が上層１．０mの土砂を撤去するとN値が１～２と

なるため下層表面では重機走行が困難であり、施

工方法についても問題となった。

３．工夫・改善点

� 管理方法の変更

下図に示すように横断管理に平面管理を組合わせ

た。

横断箇所を基準にし、約２００㎡前後になるよう

に区画割りし、面積に深さを乗算して土量を算出

し、改良面に均一にフレコンバッグを配置して混

合比の過不足がないよう配置計画を立てた。
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表―１ 施工条件

図―１ 平面図

図―２ 横断図
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� 施工方法の変更

重機の沈下を防ぐために湿地用履帯を検討した

が重機の重量が重く走行が困難であった為、当初

計画していた移動式クレーン仕様のバックホウに

よるセメント系固化材（１．０t／袋）の配置を断念

し、２５tラフタークレーンによる配置を行い、手

前から攪拌を行いながら未改良箇所を走行するこ

となく作業を行うことにした。

４．効 果

� 改良土の数量が正確に管理でき、品質的にも設

計強度を十分満たすことができた。

� 未改良地盤上を走行することなく容易に攪拌で

き、１箇所あたり１．５時間以内に攪拌作業を完了

することができた。

５．採用時の留意点

� 管理方法の変更

今回の施工箇所は改良面が水平であった為、平面

管理を組合わせることができたが、水平でない場合

は横断を密に作成することが望ましいと考える。

写真―２ 固化材攪拌状況

図―３ 施工方法

写真―１ クレーンによる固化材配置完了
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